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毎月10日・25日

水　巻　町　発　行

新ら　しい学校がむかえた

元気な第一回新入学児
伊左座小学校は、ことしから新

らしくできた学校。ぼくたちは、

その伊左座小学校の第一回入学児

きょうから

いさざ　しょうがっこうの

一ねんせいです。

げんきに「つまい」

だれの声がいちばん元気よかっ

たかな。

はずむような児童の声が、新ら

しい教室にはね返っているのは伊

左座小学校一年一組の授業です。

町の人口

（49年3月末現在）

人　口　23，961

男11，657

女12，303

世帯数　7，026

訂

　

正

前
胃
で
伊
左
醒
小

を
伊
佐
座
小
と
、
吉

田
小
の
実
否
校
長
、

岡
教
頭
を
伊
左
匪
小

と
誤
っ
て
い
ま
す
。

お
わ
び
い
た
し
ま

す
。
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住
宅
整
備
事
業
に
着
工

四
月
十
六
日
、
高
松
区
浴
場
の
上
に

設
け
ら
れ
た
会
場
に
町
、
町
土
地
開
発

公
社
、
県
、
県
住
宅
公
社
な
ど
の
関
係

者
が
集
ま
り
、
高
松
地
区
住
宅
開
発
事

業
着
工
式
が
行
な
わ
れ
、
町
は
い
よ
い

よ
高
松
・
三
ツ
頭
地
区
再
開
発
計
画
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

こ
の
計
画
に
つ
い
て
は
す
で
に
二
月

の
広
報
紙
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

老
朽
化
し
、
劣
悪
化
す
る
旧
日
炭
社
宅

の
住
環
境
を
整
備
し
て
、
同
地
区
の
人

々
の
住
居
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
、
今
年
度
か
ら
始
め
、
五
十
二

年
度
に
完
成
す
る
予
定
の
大
事
業
と
な

り
ま
す
。
こ
の
計
画
は
今
年
度
ま
ず
高
松
区
東

町
南
側
地
区
の
整
地
工
事
を
八
月
ま
で

に
終
り
、
こ
こ
に
中
高
層
五
階
建
の
改

良
住
宅
五
棟
（
百
五
十
戸
）
を
建
設
す

る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
五
十
年
度
、
五

十
一
年
度
に
二
百
十
戸
ず
つ
、
五
十
二

年
度
に
百
六
十
五
戸
、
合
計
七
百
三
十

五
一
戸
の
改
良
住
宅
を
建
設
す
る
の
を
主

に
、
三
ツ
頭
区
へ
の
県
営
住
宅
六
百
戸

の
誘
致
、
町
土
地
開
発
公
社
の
宅
地
分

譲
百
五
十
四
戸
の
建
設
が
主
要
計
画
と

な
っ
て
い
ま
す
。
　
（
別

図
参
照
）

こ
の
開
発
計
画
は
、

こ
の
地
区
の
人
々
の
住

居
問
題
の
解
決
と
と
も

に
、
地
区
の
住
居
環
境

を
良
く
す
る
た
め
住
宅

の
建
設
計
画
と
合
わ
せ

て
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
、
保
育
所
、

老
人
施
設
、
集
会
所
、

公
園
の
建
設
な
ど
が
計

画
案
に
も
ら
れ
て
い
ま

す
。町
北
部
の
、
旧
日
炭

社
宅
街
は
、
同
地
区
と

向
い
合
う
古
賀
・
梅
ノ

木
地
区
の
中
間
総
合
開

発
株
式
会
社
に
よ
る
開

．
ｒ
合
わ
せ
て

数
年
の
う
ち
に
新
ら
し
く
生
れ
変
る
計

画
で
す
が
、
こ
の
計
画
の
着
実
な
実
施

に
は
な
お
多
く
の
問
題
が
考
え
ら
れ
ま

す
。特
に
現
在
計
画
さ
れ
て
い
る
改
良
住

宅
に
入
居
が
で
き
な
い
古
賀
・
梅
ノ
木

地
区
の
居
住
者
の
住
居
問
題
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
大
き
な
課
題
と
し
て
残
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

今
か
ら
数
年
間
、
本
町
町
づ
く
り
の

主
要
事
凛
と
な
る
こ
の
計
画
は
、
今
後

各
方
面
の
意
見
を
聞
き
、
議
会
の
審
議

を
う
け
な
が
ら
進
め
ら
れ
ま
す
が
、
町

北
部
地
区
再
開
発
の
基
本
と
な
る
こ
の

事
業
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
か
さ
ね

て
お
原
い
い
た
し
ま
す
。

稲
村
丑
離
職
者
対
策
協
議
会
長
談

こ
の
老
朽
化
し
た
建
物
か
ら
新
ら
し

い
擢
物
に
移
れ
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し

て
住
宅
環
境
も
良
く
な
る
と
い
う
こ

と
、
そ
の
た
め
に
町
が
こ
れ
だ
け
「
力
」

を
入
れ
て
く
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、

い
ろ
い
ろ
な
声
は
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、

み
ん
な
喜
こ
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
一
ま
っ
の
不
安
は
現
在
の
社

会
、
経
済
状
況
の
中
で
、
建
設
計
画
が

と
ど
こ
お
り
な
く
進
む
か
ど
う
か
と
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
が
1
。

そ
れ
と
現
在
の
計
画
で
は
古
賀
・
梅

ノ
木
地
区
の
五
百
～
六
百
世
帯
が
改
良

住
宅
に
入
れ
な
い
た
め
、
こ
の
世
帯
が

将
来
ど
こ
に
行
け
ば
い
い
の
か
と
い
う

不
安
を
も
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
残
留
世

帯
に
つ
い
て
の
問
題
解
決
を
町
に
ぜ
ひ

お
願
い
し
て
お
き
た
い
。

高松地区住宅開発事業計画原案図

賢
ｒ
と
路
紅
斜

「
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行　人　心

◇権◇配

◇法◇ご
政　律　と

一合同相談－

（3）

次
の
と
お
り
「
心
配
ご
と
相
談
」

「
人
権
法
律
相
談
」
　
「
行
政
相
談
」

を
合
同
で
行
な
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
か
た
く
守

ら
れ
ま
す
。
お
き
が
る
に
ど
う
ぞ
。

◎
相
談
日
と
時
間

5

月

7

日

　

1

3

時

～

1

6

時

3

0

分

5

月

1

6

日

　

1

0

時

～

1

5

時

5

月

2

7

日

　

1

3

時

～

1

6

時

3

0

分

◎
場
所町
民
会
館
日
本
間

※
五
月
三
日
は
新
憲
法
が
施
行
さ
れ

て
二
十
七
年
目
の
記
念
日
に
あ
た
り

ま
す
。
社
会
福
祉
協
議
会
で
も
こ
の

記
念
行
事
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
五
月

十
六
日
に
特
別
に
「
人
権
法
律
相
談

所
」
を
開
設
し
ま
す
。
・

こ
の
日
に
は
福
岡
法
務
局
、
遠
賀

福
祉
事
務
所
か
ら
も
担
当
職
員
が
出

席
し
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◎
相
談
員

人
権
法
律
相
談

福
岡
法
務
局
担
当
職
員

行
政
相
談

行
政
監
察
局
行
政
相
談
員

生
活
更
正
相
談

遠
賀
福
祉
事
務
所
職
員

婦
人
母
子
相
談

遠
賀
福
祉
事
務
所
婦
人
相
談
員

身
障
、
年
金
保
険
相
談

・
水
巻
町
担
当
職
員

ム

奥
さ
ま
も
ど
う
ぞ

任

意

加

入

の

国
　
民
　
年
　
金

ご
家
庭
の
奥
さ
ま
、
ご
自
分
の
名
前

で
加
入
し
、
ご
自
分
の
名
前
で
年
金
を

受
け
ら
れ
る
国
民
年
金
の
任
意
加
入
制

度
が
あ
る
の
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

奥
さ
ま
も
国
民
年
金
に
加
入
さ
れ
、

ご
主
人
の
年
金
と
ご
自
分
の
年
金
で
夫

婦
そ
ろ
っ
て
老
後
の
生
活
安
定
に
備
え

ら
れ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

国
民
年
金
は
、
自
営
業
者
や
農
家
の

万
を
加
入
対
象
と
し
て
お
り
ま
す
が
、

ご
主
人
が
厚
生
年
金
保
険
な
ど
に
加
入

し
て
い
る
ご
家
庭
の
奥
さ
ま
も
加
入
で

き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ご
家
庭
の
奥
さ
ま
は
、
こ
主
人
が
加

入
し
て
い
る
厚
生
年
金
保
険
な
ど
の
保

障
も
あ
り
ま
す
が
、
ご
家
庭
の
奥
さ
ま

が
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
す
と
、
将
来

ご
夫
婦
そ
ろ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
老
齢
年

金
が
受
け
ら
れ
ま
す
も
、
ご
自
分
が
病

気
や
け
が
を
さ
れ
た
と
き
は
障
害
年
金

が
、
ま
た
ご
主
人
が
万
一
の
場
合
は
厚

生
年
金
保
険
か
ら
の
遺
族
年
金
に
あ
わ

せ
て
、
国
民
年
金
か
ら
母
子
年
金
な
ど

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
は
一
律
月
額
九
百
円
で
三
カ

月
分
ず
つ
を
役
場
へ
納
め
て
い
た
だ
き

ま
す
。国
民
年
金
へ
の
加
入
は
、
役
場
で
簡

単
な
手
続
き
で
で
き
ま
す
か
ら
、
で
き

る
だ
け
早
く
加
入
さ
れ
る
よ
う
お
す
す

め
し
ま
す
。

四
月
か
ら
二
級

障
害
者
に
も

特
別
障
害
年
金

障
害
福
祉
年
金
は
、
国
民
年
金
に
加

入
し
て
い
た
間
に
病
気
や
け
が
を
し
て

障
害
者
に
な
っ
た
人
が
、
加
入
期
間
が

短
い
た
め
に
障
害
年
金
が
受
け
ら
れ
な

い
と
き
、
ま
た
は
二
十
歳
に
な
る
前
に

病
気
や
け
が
を
し
た
た
め
に
す
で
に
障

害
者
に
な
っ
て
い
る
と
き
に
支
給
さ
れ

ヽ

ま
す
。

7～」「）

離
」

年
金
に
つ
い
て
の
お
た
ず
ね
…

は
役
場
国
保
年
金
係
（
6
〇
一
）

日
日
日
纏
い
「

こ
の
障
害
福
祉
年
金
は
い
ま
ま
で
は

一
級
の
障
害
者
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
今
月
か
ら
比
較
的
軽
い
一
一
級
の
障

害
者
に
も
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
支
給
さ
れ
る
額
は
六
万
円
（
月

額
五
千
円
）
　
で
す
。

い
ま
年
齢
が
二
十
歳
～
六
十
九
歳
で

以
前
か
ら
二
級
障
害
に
該
当
し
て
い
た

人
も
、
厚
生
年
金
な
ど
、
ほ
か
の
年
金

を
受
け
て
い
な
け
れ
ば
今
月
か
ら
支
給

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
障
害
の
原
因
と
な
っ
た

病
気
の
初
診
日
、
年
齢
、
保
険
料
の
納
付

状
況
に
よ
っ
て
こ
ま
か
い
条
件
が
あ
り

ま
す
の
で
、
請
求
の
手
続
き
や
く
わ
し

い
こ
と
は
係
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

調査に　ご協力を

第12回商業統計調査

第
十
二
回
「
商
業
統

計
調
査
」
が
五
月
一
日

現
在
で
行
な
わ
れ
ま

す
。こ
の
調
査
は
商
業
に

つ
い
て
の
国
勢
調
査
と

も
い
え
る
も
の
で
、
統

計
法
に
基
づ
い
て
全
国

の
商
店
を
対
象
と
し
て

行
な
わ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
の
結
果

は
、
国
、
県
、
町
で
い

ろ
ん
な
商
業
に
関
す
る

問
題
を
解
決
す
る
た
め

に
使
用
さ
れ
ま
す
が
、

各
商
店
で
も
役
だ
つ
こ

福
祉
年
金
の
受
給
者
は

所
得
状
況
の
届
出
を
忘
れ
ず
に

五
月
六
日
か
ら
町
内
の
郵
便
局
で
、

福
祉
年
金
（
老
齢
・
特
別
・
障
害
・
母

子
）
の
支
払
い
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
、

を
受
給
さ
れ
る
と
前
年
の
所
得
状
況
の

届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

年
金
を
受
給
さ
れ
た
ら
五
月
末
日
ま

で
に
年
金
証
書
軋
軋
苗
持
参
し
て
、

役
場
年
金
係
で
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
さ

れ
る
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

と
が
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
調

査
票
は
、
統
計
以
外
の
目
的
、
例
え
ば

「
税
」
や
そ
の
他
商
店
の
不
利
益
に
な

る
よ
う
な
こ
と
に
は
絶
対
に
使
用
さ
れ

ま
せ
ん
し
、
営
業
上
の
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。

調
査
は
、
知
事
が
任
命
し
た
調
査
員

が
調
査
票
の
記
入
を
各
商
店
に
お
願
い

し
、
調
査
票
二
部
を
取
り
集
め
ま
す
。

各
商
店
で
は
お
い
そ
が
し
い
と
き
に

お
手
数
で
す
が
、
こ
の
調
査
の
主
旨
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
正
確
な
申
告
を
さ

れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

町
内
で
も
住
所
が
変
っ
た
と
き
は

す
ぐ
「
転
居
届
」
を
、

住
所
を
変
更
し
た
と
き
は
、
そ
の
日

か
ら
十
四
日
以
内
に
役
場
へ
届
出
を
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
町
内
で
の
住
居
の
異
動
で
も

同
じ
で
す
。
最
近
町
内
で
の
住
居
の
異

動
が
数
多
く
あ
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

中
で
無
届
け
の
ま
ま
の
人
が
多
数
お
ら

れ
ま
す
。

役
場
へ
届
け
出
て
い
る
任
所
と
実
際

の
任
所
が
違
っ
て
い
ま
す
と
選
挙
の
と

き
の
入
場
券
を
始
め
、
役
場
か
ら
の
種

々
の
お
知
ら
せ
な
ど
に
支
障
が
お
こ
り

ま
す
。住
所
を
変
更
さ
れ
た
人
は
す
み
や
か

に
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

㊥
他
の
市
町
村
か
ら
水
巻
町
に
こ
ら
れ

た
と
き
1
転
入
届
を

㊥
水
巻
町
内
で
住
所
を
変
更
し
た
と
き

1
転
居
届
を

㊥
水
巻
町
外
に
出
ら
れ
る
と
き
1
転
出

届
を
す
ぐ
に
役
場
の
窓
口
へ
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生ワク投与
一
、
対
象
児

①
第
一
回
目
の
服
用

生
後
3
ケ
月
～
1
8
ケ
月
の

乳
幼
児
⑧
第
二
回
目
の
服
用

生
後
3
ケ
月
～
1
8
ケ
月
で

現
在
ま
で
に
一
回
だ
け
朋

用
し
て
い
る
幼
児

二
、
日
時
　
5
月
9
日

1
4
時
～
1
5
時

団
　
員
　
募
　
集

「
青
年
海
外
派
遣
」
と
「
青
年
の
船
」

三
、
場
所
　
町
民
会
館
ホ
ー
ル

四
、
料
金
　
無
料

㊥
　
当
日
の
こ
注
意

①
母
子
手
帳
を
こ
持
参
く
だ
さ
い
。

⑧
対
象
児
の
体
温
を
計
っ
て
き
て
く

だ
さ
い
。

⑧
当
日
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
前
日
ま
で
に
役
場
衛
生
係
で
問

診
票
を
お
受
け
と
り
く
だ
さ
い
。

食
　
品
　
衛
　
生

責
任
者
購
習
会

一
、
日
時
　
5
月
1
7
日
　
1
0
時
～
1
7
時

二
、
場
所
　
遠
賀
信
用
金
庫
三
曙
会
議

室
（
頃
末
）

三
、
業
種
　
飲
食
店
、
喫
茶
店
、
各
種

食
品
製
造
業

四
、
受
講
料
　
1
5
0
0
円

総
理
府
お
よ
び
県
は
、
次
の
要
撃
」

「
青
年
海
外
派
遣
団
員
」
と
「
青
年
の

船
一
般
団
声
一
存
募
果
し
ま
す
。

「
青
年
海
外
派
遣
団
員
」

一
、
派
遣
期
間
と
出
発
時
期

の
長
期
派
遣
　
各
社
と
も
そ
れ
ぞ
れ

1
ケ
月
程
度
で
出
発
の
時
期
は
9
月

㈱
短
期
派
遣
　
各
鉦
と
も
そ
れ
ぞ
れ

2
週
間
程
度
で
出
発
の
時
期
は
1
0
月

二
、
募
集
人
員

の
長
期
派
遣
　
北
米
蛮
1
人

㈹
短
期
派
遣
　
ア
ジ
ア
第
一
鉦
1
人

欧
州
第
一
妊
1
人

「
青
年
の
船
一
般
団
員
」

一
、
日
程

4
9
年
1
2
月
中
旬
か
ら
5
0
年
1
月
下
旬

ま
で
の
約
5
0
日
間
、
オ
セ
ア
ニ
ア
方
面

に
航
海
を
行
い
ま
す
。

二
、
募
集
人
見

一
般
団
員
の
定
員
は
約
2
6
0
人
（

相
岡
県
は
4
人
の
予
定
）

㊥
応
募
方
法

提
出
書
類
は
町
教
育
委
員
会
に
用
意

し
て
い
ま
す
。

＠
年
齢
2
3
年
4
月
2
日
か
ら
2
9
年
4
月
1
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
者
。

㊥
募
集
締
切
り

4
9
年
4
月
3
0
日
ま
で
必
着
の
こ
と
。

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
町
教
育
委

員
会
に
お
た
づ
ね
く
だ
さ
い
。
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．

警　察　官ｔ募　集

一
、
揮
用
人
員
　
1
4

0
名

二
、
受
験
資
格

昭
和
2
1
年
4
年
2

日
か
ら
3
1
年
4
月
1

日
ま
で
に
生
ま
れ
た

男
子

三
、
試
験
日
、
場
所

○
第
一
次
試
験
、

5
月
1
9
日
、
小
倉

西
高
等
学
校
他

四
、
受
験
手
続

○
受
付
期
間
　
4
月
1
5
日
～
5
月

1
0
日

○
申
込
用
紙
の
請
求
　
福
岡
県
下

の
各
警
察
署

○
申
込
及
び
問
合
わ
せ
先
　
福
岡

市
中
央
区
天
神
　
福
岡
県
警
察

本
部
警
務
課
試
験
係
（
電
0
9

2
～
7
4
1
～
2
2
3
1
）

ご
注
意
く
だ
さ
い

伊
左
座
小
周
辺
の
交
通
規
制

伊
左
座
小
学
校
周
辺
の
道
路
が
、
図
　
こ
注
意
く
だ
さ
い
。

の
よ
う
に
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

三
…
療
破
作
業

で
　
現
在
吉
田
小
学
校
用
地
の
造

つ
二

田中造成地吉
成
工
事
が
、
自
衛
隊
の
手
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
用
地

の
一
部
で
岩
盤
除
去
の
た
め
爆

破
作
業
を
し
て
い
ま
す
の
で
立

ち
入
ら
な
い
よ
う
こ
江
東
く
だ

さ
い
。
　
　
　
　
一

一
、
期
限
　
4
9
年
6
月
1
0
日
ま

で
二
、
爆
破
作
業
時
間

第
1
回
　
午
前
1
1
時
～
1
2
時
の
間

第
2
回
　
午
後
3
時
～
5
時
の
聞

な
お
、
爆
破
作
業
に
か
ゝ
る
と
き

は
、
監
視
人
に
よ
る
連
絡
監
視
を
行
う

と
と
も
に
、
現
場
で
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら

し
て
い
ま
す
の
で
こ
注
意
く
だ
さ
い
。

■1日ｌ一■＝ｌｌ■■ＨＨ一■．．Ｈ．－■．い．Ｈ一一．…．一一一時．一一．ＨＨ一一．．…一一．…．一一．…．一一…．．一一．…．－．1．日一

水　道　修　理　の　申　込　み　は

水巻町管工事組合へ「電話691－2752番」

町内の水道修理は、四月から水巻町水道指定工事店でつくった「管工
事組合」で行っています。各家庭で水道の修理をしなければならないと
きは、直接「管工事組合」へお電話を。先日検診員が犬にかまれまし

た。どうか犬はつないでくださるようお掛1します。またメ一夕ボック
スの上に物をおかないでください。

＿．．…－＿．．…▲－．．．．．1

厄イ）匪宅

産業別最低賃牽

3月29日から改定

口　　　県内の産業別最低賃金が改定

発　　されました。それぞれの産業に

突　該当する事業主は、この最低賃

金以下で労働者を使用すること

ができませんので、違反をしな

いようにしてください。

④＝ニ1日の最低賃金、（〕

内は短時間労働者。

㊥ニ雇入れ後6ケ月未満の技
能習得中の者、糸巻き、糸凝

り、廃材の結束又は皮はぎ、清

′十∵㍉一　一∴‥一、二
うちの短時間労働者。

水
巻
町
長
　
伊
　
藤
　
衛
　
門

⊂コ

編

集
○福岡県繊維産業

水　　　④1日、1570円

等∴　　（1時間197円〕
町　　　㊥1日1470円

住　　　　（1時間184円〕

民・　○福岡県家具装備品製造業
④1日　1500円

Ｃ1時間188円）

⑧1日1400円

（1時間175円）

○福岡県木材、木製品製造業

④1日1580円

Ｃｌ時間198円）

㊥1日1480円

（1時間185円〕

○福岡県出版・印刷同関連産業

⑱1日1600円
－　Ｇ1時間200円）

（

電

　

話

　

6

0

1

－

箆料
㊥1日1480円

（1時間185円）

＠以上の最低賃金には、①精皆

勤手当㊥通勤手当㊥家族手当

は含みません。

なお、くわしいことはもより

の労働基準監督署におたづねく

ださい。

ｌｌ　曜　在
4日28日　村田医院　円児科　頃末　691－0745

5月5日　有留医院　内児科　吉田　691－1394

12日　小田医院　内児科　頃末　691－0749

19日　中村医院　内児科　下二　691－5820

診壌時間は9：00～17：00、原則として往診は
いたしません。

㌫
ｉ
≫
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